
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 端野豊北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４３７，８５０千円

年 効 用 ② ４３，２６１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８７

便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７３６，９８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農業生産向上 作物生産効果 ３１，６９７ ほ場条件の改善による単収の

増加

農業経営向上 営農経費節減効果 １１，５６４ ほ場条件の改善による機械作

業性の向上による労働時間の

短縮及び機械経費の節減

計 ４３，２６１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 幌加内南

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，１００，０００千円

年 効 用 ② １４７，６２７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，９３１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７

便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，５５６，５９６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農業生産向上 作物生産効果 ３２，６４４ ほ場条件の改善による単収の

増加

農業経営向上 営農経費節減効果 ６９，０５１ ほ場条件の改善による機械作

業性の向上による労働時間の

短縮及び機械経費の節減

維持管理費節減効果 ３０，７９３ 用排水施設の改修等による施

設の維持管理費の節減

生産基盤保全 更新効果 １５，１３９ 老朽化施設の更新による従前

の機能の維持

計 １４７，６２７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 絵笛

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，８１６，５００千円

年 効 用 ② １４４，５１８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１

便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，５７６，０７８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農業生産向上 作物生産効果 ３７，２１９ ほ場条件の改善による単収の

増加

農業経営向上 営農経費節減効果 ９９，０９８ ほ場条件の改善による機械作

業性の向上による労働時間の

短縮及び機械経費の節減

維持管理費節減効果 ２，４６４ 用排水施設の改修等による施

設の維持管理費の節減

生産基盤保全 更新効果 ５，７３７ 老朽化施設の更新による従前

の機能の維持

計 １４４，５１８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 宮城 地区名 東和

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７８２，２５０千円

年 効 用 ② ６９，５１５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２３９，１２６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水効果及び水田転換などによる農産物の生産量 作物生産効果 ４，３５１
作物面積の拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、ごぼう

作物生産の立地条件が改良せれることに品質向上効果 ４２２
伴う、生産物の品質の向上

対象作物：馬鈴薯、大根

ほ場の大区画化による労働時間の短縮や営農経費の節減 営農経費節減効果 ４４，８２５
機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、

用排水路等の改修、統廃合に伴う施設の維持管理費節減効果 ５，６９８
維持管理費の節減

対象施設：用排水路、農道

農道が改良されることにより、農産物の走行経費節減効果 ６，０３７
生産並びに流通に係る輸送経費の節減

対象施設：ほ場整備、農道、用排水路

老朽化した施設の更新による従前の農業施設更新による 更新効果 ６，４０８
生産の維持従前の農業生産
対象施設：用排水路維持

農道の改良により、道路幅員、舗装の改地域の生活環境 生活環境整備効果 １，２４９
良等により、燃料、タイヤその他の消耗の保全・向上
品の節約や車両修理費、人件費等の軽減

対象施設：農道、集落道

農道等を改修改修する際に社会的要請に５２５
基づき、ガードレール等を設置し事故率

が減少

対象施設：農道、集落道

計 ６９，５１５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 福島 地区名 ただみ西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６２８，０００千円

年 効 用 ② ４１，４１８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９，２２４千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７１８，６８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の水害防止や乾田化、水田転換など農産物の生産量 作物生産効果 ６，２６３
による作付面積の拡大や単収が増加の増加
対象作物：アスパラガス、夏秋トマト他

農道が舗装され、荷痛みが減少すること品質向上効果 ９７４
による農作物の品質向上

対象作物：大根、白菜、夏秋トマト

用排水路や農道の改良による施設の維持営農経費の節減 維持管理費節減効果 ２０，７７６
管理経費の節減

対象施設：農業用用排水施設、農道

農道舗装による、農業資材や農作物の運営農に係る走行経費 ５，６４８
搬時間短縮、輸送車両の走行経費の節減節減効果
対象施設：農道

用排水路や道路が改良されることで、施施設更新による 更新効果 ７，７１３
設本来の機能回復従前の農業生産
対象施設：農業用用排水施設、農道維持

農道舗装に伴う、一般車両の走行速度上地域の生活環境 生活環境整備効果 ４４
昇による走行経費の節減の保全・向上
対象施設：農道

計 ４１，４１８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 御前山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６１８，０００千円

年 効 用 ② ４０，９０１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９００千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７８
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７０６，７３０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，８２７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、キュ

ウリ、トマト、ネギ

農道整備による荷傷み防止品 質 向 上 効 果 １，４６１
対象作物：キュウリ、トマト、ネギ

ほ場整備等により営農時間の短縮が営農経費の節減 営農経費節減効果 １１，８８９
図られる効果

対象作物：水稲、大麦、大豆、キュ

ウリ、トマト、ネギ等

用排水施設等の改修・統廃合に伴う維持管理費節減効果 １１，７４７
施設の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 ４，５９３
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，３７５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、農道の維持

水路の丸太護岸による地域生態系等地域の生活環境 水辺環境整備効果 ９
の保全の保全・向上

計 ４０，９０１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 県営中山間総合整備事業 都道府県名 長野県 地区名 武 石

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３５１，２２５千円

年 効 用 ② ２３，１７４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ９，７９１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０.０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３７８，３８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.０７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用水路の改修による単収の増農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４,８６１
対象作物：水稲、ばれいしょ、トマの増加・品質の
ト向上

農道整備による荷傷みの防止効果品 質 向 上 効 果 １７２
対象作物：ばれいしょ、トマト

大型機械の導入が可能になることに営農経費の節減 営農経費節減効果 ３４２
よる営農経費の節減

対象施設：農道

用水路等の整備による施設の維持管維持管理費節減効果 １,２６１
理費の節減

対象施設：用水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 １６０
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １５,１３８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、農道の維持

用水路の環境配慮施工による環境の地域の生活環境 水辺環境整備効果 １,２４０
保全の保全・向上

計 ２３，１７４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 修善寺

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４６６，０００千円

年 効 用 ② ２７，０１５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １，９８７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４９０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５４９，３４０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農道整備による荷傷みの防止効果農作物の生産量 品 質 向 上 効 果 ３４
対象作物：大根、白菜の増加・品質の

用水路等の整備による施設の維持管営農経費の節減 維持管理費節減効果 １６，７９２
理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道整備により資材や農産物の輸送営農に係る走行経費 ６２２
速度向上、車種変換による効果節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ９，０６４
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、農道の維持

用水路の環境配慮施工による環境の地域の生活環境 水辺環境整備効果 ５０３
保全の保全・向上

計 ２７，０１５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 静岡県 地区名 天竜

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３１２，１００千円

年 効 用 ② ２３，９３７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０.０５８０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４１２，７０７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良等による単収の増加農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２０３
や区画整理に伴う作付面積の増の増加
対象作物：水稲、きゅうり

ほ場の区画整形による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １，０６９
縮や機械経費の節減

対象作物：茶、さといも、きゅうり

農道等の整備に伴う施設の維持管理維持管理費節減効果 ６，６５８
費の節減

対象施設：農道、用水路、排水路

農道整備による農作物輸送等に要す営農に係る走行経費 １１，５７５
る経費の節減節減効果

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，０６８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

環境配慮施工による環境地域の生活環境 水辺環境整備効果 ４０３ 用排水路の

の保全の保全・向上

ガードレールの設置による安全性の安全性向上効果 ９６１
向上

対象施設：農道

計 ２３，９３７



費用対効果分析に関する説明資料

新潟県 畑野中部事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 地区名

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４５３，０７３千円

年 効 用 ② ３０，８８２千円

廃 用 損 失 額 ③ － 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ４１年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１０ 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６０５，５２９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備に伴う用排水路の整備及び乾田農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，７７８
化等による単収の増加及び作付の増減の増加
対象作物：水稲、大豆

区画の大型化や農地集積、道水路整備に営農経費の節減 営農経費節減効果 １０，５５３
よる労働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施設維持管理費節減効果 ３，２１７
の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道、ため

池

農道の改良による農作物等の輸送及び通営農に係る走行経費 ２，１５０
作に係る輸送経費及び走行経費の節減節 減 効 果

老朽化した施設の更新による従前の機能施設更新による 更 新 効 果 １０，６１９
の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、農道の維持

施設の新設・改良による災害被害の防止災 害 防 止 効 果 １，５６５
及び軽減

計 ３０，８８２



費用対効果分析に関する説明資料

新潟県 両津南部事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 地区名

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２１８，６１１千円

年 効 用 ② ８５，６９９千円

廃 用 損 失 額 ③ １１，０３５千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３６年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９ 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，５７８，９２８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

ほ場整備に伴う用排水路の整備及び乾田農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２，４７１
化等による単収の増加及び作付の増減の増加
対象作物：水稲、大豆

品 質 向 上 効 果 ５６ 農道舗装による荷傷み防止による単
収の増加
対象作物：かき

区画の大型化や農地集積、道水路整備に営農経費の節減 営農経費節減効果 ２４，００４
よる労働時間の短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆

用排水施設等の改修、統廃合に伴う施設維持管理費節減効果 １１，４１７
の維持管理費の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道の改良による農作物等の輸送及び通営農に係る走行経費 ２０，５０８
作に係る輸送経費及び走行経費の節減節 減 効 果

老朽化した施設の更新による従前の機能施設更新による 更 新 効 果 ２７，２４３
の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、農道の維持

計 ８５，６９９



費用対効果分析に関する説明資料

福井県 三方事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 地区名

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３９３，８５５千円

年 効 用 ② ２６，８４９千円

廃 用 損 失 額 ③ － 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ ３０年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 総合耐用年数に応じた効用から０．０６０１
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４４６，７３９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

用排水路の整備に伴う単収の増農作物の生産量 作物生産効果 １，３３０
対象作物：水稲,だいこんの増加

農道舗装により荷傷み率の低下に伴う単品質向上効果 ２，７３２
収の増

対象作物：さといも,なす,トマト,キャベ

ツ,だいこん,なし,うめ

用排水整備による労働時間の短縮や機械営農経費の節減 営農経費節減効果 ３，２８２
経費の節減

対象作物：水稲,大麦,なす,トマト,さと

いも,だいこん,大豆

用排水改修や農道舗装による維持管理費維持管理費節減効果 １０，５５７
の節減

対象施設：用水路、排水路、農道

農道の改良による農作物等の輸送及び通営農に係わる走行経 ６，１８０
作に係る輸送経費及び走行経費の節減費節減効果

老朽化した施設の更新による従前の機能施設更新による 更新効果 ２，７６８
の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路の維持

計 ２６，８４９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 岐阜県 地区名 蛭川地区

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 210,684千円

年 効 用 ② 14,215千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 110千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 34年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0561
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 253,277千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.20

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 4,661
の増加

農道整備により荷傷の軽減効果品質向上効果 0

営農経費の節減 営農経費節減効果 478 農業用水整備により管理労力
の軽減効果

維持管理費節減効果 1,649 農道舗装により維持管理費の
軽減効果

営農に係る走行経費 3,398 農道整備により資材や農産物
節減効果 の輸送速度の向上

施設更新による 更 新 効 果 3,068 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

施設更新による 災 害 防 止 効 果 961 農道整備により土砂流出の防
災害防止 止効果

計 14,215



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間総合整備事業 都道府県名 岐阜県 地区名 南大野地区

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 209,790千円

年 効 用 ② 17,840千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 2,840千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 29年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0612
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 288,663千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.37

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 1,099
の増加

農道整備により荷傷の軽減効果品質向上効果 1,482

営農経費の節減 維持管理費節減効果 3,603 農道舗装により維持管理費の
軽減効果

営農に係る走行経費 農道整備により資材や農産物
節減効果 363 の輸送速度の向上

施設更新による 更 新 効 果 11,293 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 17,840



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 新朽木

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６１６，９００千円

年 効 用 ② ４４，５０４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １８，５１０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７５３，７５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ４２ 区画整理に伴う用排水分離に
の増加 より、適期落水等の水管理作

業が計画的に行われることに
よる増収。
対象作物：水稲

営農経費の節減 営農経費節減効果 ８，４９７ ほ場の大区画化による労働時
間の短縮や機械経費の縮減
対象作物：水稲

維持管理費節減効果 １４，０４２ 用排水施設等の改修、統廃合
に伴う施設の維持管理費の節
減
対象施設：用水路、排水路、
道路、農業用用排水路

施設更新による 更新効果 ２０，１１９ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：農業用用排水路

地域の生活環境 地域洪水被害軽減効 １，５００ 水路施設の改良により排水条
の保全・向上 果 件が改善され農産物等の被害

が軽減される。
対象施設：農業用用排水路

水辺環境整備効果 ２２０ 林地を流下する水路の一部を
石積み水路とし、ビオトープ
空間を創出する。
対象施設：農業用用排水路

地積確定確定効果 ８４ ほ場整備事業により、区画が
整形化され、地積が明確にな
る効果

計
４４，５０４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 岡山県 地区名 久米

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,120,350 千円

年 効 用 ② 66,837 千円

廃 用 損 失 額 ③ 11,770 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 34 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0560 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,181,747 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.05

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 9,569 千円 水路整備による単収の増加区画整
の増加 理による転作作物の面積拡大や単

収の増加
対象作物：水稲、ピーマン、大豆
トマト、キュウリ、ピーマン、ソ
ルゴー、

営農経費の節減 営農経費節減効果 37,013 千円 ほ場の大区画化による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、牧草、
キュウリ、トマト

維持管理費節減効果 5,199 千円 用排水施設等の改修に伴う施設維
持管理費の節減
対象施設：水路、道路

営農に係る走行経費 2,938 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経緯費の節

減
対象輸送作物：水稲、ハクサイ、
トマト、イタリアン

施設更新による 更 新 効 果 6,397 千円 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

施設更新による 災害防止効果 5,721 千円 ため池改修による農作物、農地お
災害防止 よび家屋等の被害防止

計 66,837 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 広島県 地区名 砂谷

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,050,000 千円

年 効 用 ② 77,204 千円

廃 用 損 失 額 ③ 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 36 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0543 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,421,805 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.35

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 13,360 千円 区画整理等による新規転作作物のm
の増加 面積拡大や単収増加

対象作物：水稲、広島菜、フキ

営農経費の節減 営農経費節減効果 41,023 千円 ほ場の大区画化による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象施設：水稲、飼料作物、
広島菜、フキ

維持管理費節減効果 557 千円 水路等の改修に伴う施設維持管理
費の節減
対象施設：用水路、排水路、道路

営農に係る走行経費 15,525 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経緯費の節

減
対象輸送作物：水稲、牧草、広島
菜、フキ、トマト

施設更新による 更新効果 3,354 千円 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：用排水路、道路

地域の生活環境 一般交通に係る走行 3,385 千円 道路改良により営農に係る走行経
の保全・向上 経費節減効果等 費以外に一般交通に係る走行経費

節減
対象施設：道路

計 77,204 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 山口県 地区名 みね

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 875,700 千円

年 効 用 ② 86,341 千円

廃 用 損 失 額 ③ 5,180 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 43 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0500 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,721,640 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.96

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 2,748 千円 水田の排水改良等による転作作物
の増加 の面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、キャベツ、白菜

営農経費の節減 営農経費節減効果 11,955 千円 ほ場整備，暗渠排水整備による労
働時間の短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、麦、キャ
ベツ、白菜

維持管理費節減効果 11,850 千円 道路、水路等の改修に伴う施設維
持管理費の節減
対象施設：水路、道路、ため池

施設更新による 更新効果 2,822 千円 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路、水路、

施設更新による 災害防止効果 56,454 千円 ため池改修による農作物、農地お
災害防止 よび家屋等の被害防止

計 86,341 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 山口 地区名 鹿野大潮

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,029,000 千円

年 効 用 ② 62,487 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 43 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0507
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,232,485 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.19

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作農作物の生産量 作物生産効果 2,919 千円
物の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、キャベツ,
畑わさび、カーネーション

ほ場整備による労働時間の短縮営農経費の節減 36,746 千円営農経費節減効果
や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、畑ワサ
ビ、牧草、ｶｰﾈｰｼｮﾝ

道路・水路の改修に伴う施設維維持管理費節減効果 16,567 千円
持管理費の節減
対象施設：道路、水路

老朽化した施設の更新による施設更新による 更新効果 6,255 千円
従前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：道路 水路の維持 、

計 62,487 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 徳島 地区名 脇中央

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 471,870 千円

年 効 用 ② 30,556 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 40 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0515
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 593,320 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.25

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

道路、水路の改良に伴う施設の営農経費の節減 維持管理費節減効果 △140 千円
維持管理費の節減
対象施設：道路、水路

道路の改良に伴う走行時間の短営農に係る走行経費 14,468 千円
縮による労働時間や機械経緯費節減効果
の節減
対象輸送作物：大根、キャベ
ツ、タマネギ、トマト

施設更新による 更新効果 16,036 千円 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路、水路

安全施設整備による安全性の向地域の生活環境 安全性向上効果 192 千円
上の保全・向上
対象施設：道路

計 30,556 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 徳島 地区名 三好

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,194,144 千円

年 効 用 ② 79,554 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 44 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0499
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,594,268 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.33

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水路整備による単収増。農作物の生産量 作物生産効果 39,753 千円
対象作物：水稲、タバコ、ナスの増加
ダイコン、きゅうり、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

キャベツ

営農経費の節減 維持管理費節減効果 2,616 千円 道路、水路の改良に伴う施設
の維持管理費の節減
対象施設：道路、水路

道路の改良に伴う走行時間の短営農に係る走行経費 22,769 千円
縮による労働時間や機械経緯費節減効果
の節減

水稲、ダイコン、対象輸送作物：
ナス、キュウリ、タマネギ

老朽化した施設の更新による施設更新による 更新効果 12,077 千円
従前の農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：水路、道路の維持

一般交通に係る走行 道路改良により営農に係る走行地域の生活環境 2,339 千円
経費節減効果等 経費以外に一般交通に係る走行の保全・向上

経費節減
対象施設：道路

計 79,554 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 香川県 地区名 内海

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,009,050 千円

年 効 用 ② 139,067 千円

廃 用 損 失 額 ③ 5,449 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 37 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0539 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,574,643 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 2.55

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 21,706 千円 用水路、道路整備による作付面積
の増加 の増

対象作物：水稲、アスパラ、大根

水路整備による労働時間の短縮や機械営農経費の節減 営農経費節減効果 7,772 千円
経費の節減

対象作物：水稲

維持管理費節減効果 7,975 千円 道路、水路の改良に伴う施設の維
持管理費の節減
対象施設：道路、水路

営農に係る走行経費 15,113 千円 道路の改良に伴う走行時間の短縮
節減効果 による労働時間や機械経緯費の節

減
対象輸送作物：ミカン、ダイコン
たまねぎ、オリ－ブ、カンショ

施設更新による 7,569 千円 老朽化した施設の更新による従前更新効果
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路、水路

施設更新による 災害防止効果 78,451 千円 ため池改修による農作物、農地お
災害防止 よび家屋等の被害防止

地域の生活環境 481 千円 安全施設整備による安全性の向上安全性向上効果
の保全・向上 対象施設：道路

計 139,067 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 愛媛県 地区名 東宇和西部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,532,975 千円

年 効 用 ② 179,713 千円

廃 用 損 失 額 ③ 53,312 千円 廃用する施設の現存価値

総 合 耐 用 年 数 ④ 64 年 当該事業の耐用年数

還元率×（１＋ ⑤ 0.0452 総合耐用年数に応じた効用から
建設利息率） 総便益を算定するための係数

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 3,922,639 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 2.55

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 1,276 千円 区画整理等による新規転作作物の
の増加 単収増加

道路整備による作付面積の増
対象作物：キュウリ、イチゴ、大
豆

営農経費の節減 営農経費節減効果 11,408 千円 ほ場の大区画化による労働時間の
短縮や機械経緯費の削減
対象作物：水稲、大豆、キュウ
リ、イチゴ

維持管理費節減効果 15,240 千円 道路、水路の改良に伴う施設の維
持管理費の節減
対象施設：道路、水路、ため池

従前の農業生産 効果 12,292 千円 老朽化した施設の更新による更新
の維持 従前の農業生産の維持

対象施設：水路、

施設更新による 災害防止効果 139,497 千円 ため池改修による農作物、農地お
災害防止 よび家屋等の被害防止

計 179,713 千円



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 熊本県 地区名 鹿本北部二期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３３,９７５ 千円

年 効 用 ② ６９,４１８ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ６,８３９ 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０.０５１６

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １,３３８,４７１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １６,８４０
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲､ミニトマト、飼料作

物

農道の舗装による荷痛みの防止品 質 向 上 効 果 ４,１０６
対象作物：デコポン、温州みかん、

清見

ほ場の区画整理による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １４,４６５
縮や機械経費の節減

対象作物： 水稲､ばれいしょ、飼料

作物

施設の改良、新設による補修等の維維持管理費節減効果 ２，６５４
持管理費の減

対象施設：用水路、排水路

農道の拡幅・舗装に伴う車種転換及営農に係る走行経費 ５,１９３
び走行速度の向上による輸送経費の節減効果
節減

対象作物：水稲、ミニトマト、いん

げん、みかん、飼料作物

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２５,９９２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

ほ場整備における確定測量による地域の生活環境 地 積 確 定 効 果 １６８
地積の確定の保全・向上
対象施設：ほ場、道水路敷

計 ６９,４１８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 大分県 地区名 玖 珠

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７９９,６００ 千円

年 効 用 ② ４９,８４２ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０.０５５３

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９０１,３０１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.１２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２２,７７５
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲､きゅうり、白ねぎ、

ピーマン、とまと、大根

ほ場の区画整理による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ２２,９７１
縮や機械経費の節減

対象作物： 水稲､きゅうり、なす、

大根、はくさい

施設の改修に伴う施設の補修等の維維持管理費節減効果 １，１９７
持管理費の減

対象施設：用水路、排水路、道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２,８９９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、排水路、道路の維持

計 ４９,８４２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 諸塚

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５０４,９００ 千円

年 効 用 ② ３４,２９３ 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２７年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０.０６３６

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５３９,１９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １.０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １６,０１０
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：ほうれんそう､トルコギキ

ョウ、ホウズキ、スイートピー

施設の改良、新設による補修等の営農経費の節減 維持管理費節減効果 ６，２１１
維持管理費の減

対象施設：用水路、農道

農道の拡幅・舗装に伴う車種転換及営農に係る走行経費 ２,３２４
び走行速度の向上による輸送経費の節減効果
節減

対象作物：水稲、とうもろこし、

茶、飼料作物

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ８,７２１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：用水路、農道の維持

施設の更新による従前の機能の維施設更新による 災 害 防 止 効 果 １,０２７
持災害防止
対象施設：防風ネット

計 ３４,２９３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 東市来

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４１６，８００千円

年 効 用 ② ３１，３２９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０７３６

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４２５，６６５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １５，１５２ 用排水路改良、暗渠排水整備に
の増加 伴う作付面積の拡大や単収の増

加
対象作物：普通水稲,ｿﾗﾏﾒ,ｲﾀﾘｱ
ﾝ,ｶﾝｼｮ,ｲﾁｺﾞ,ｿﾙｺﾞｰ,ｿﾘﾀﾞｺﾞ

営農経費の節減 営農経費節減効果 ９１３ 暗渠排水整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：普通水稲

維持管理費節減効果 ４２７ 用排水施設の改修に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：用・排水路

営農に係る走行経費 ７，２５２ 農道改良に伴う走行速度の向上
節減効果 による軽減

対象作物：普通水稲,ｿﾙｺﾞｰ,ｲﾀﾘ
ｱﾝ,茶

施設更新による 更 新 効 果 ７，１１５ 老朽化した施設の更新による従
従前の農業生産 前の農業生産の維持
の維持 対象施設：用・排水路,農道

地域の生活環境 安 全 性 向 上 効 果 ３８２ 安全柵設置による安全性の向上
の保全・向上 対象施設：安全柵

公共施設保全効果 ８８ 水道管埋設に伴う施設の更新に
よる従前の機能の維持
対象施設：農道

小 計 ３１，３２９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 東南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６９４，３１０千円

年 効 用 ② ５０，３２９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６年

総合耐用年数に応じた効用から総便益還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９２１，７７７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 １８，８３９ 用排水施設改良、ほ場整備に伴う
の増加 作付け面積の拡大や単収の増加

対象作物：普通水稲・なつみかん
・ﾊﾞﾚｲｼｮ・飼料作物

品質向上効果 １，０９３ 農道整備による荷傷み防止節減
対象作物：農道

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ３４２ 道用排水施設等の改修に伴う施設
維持管理の節減
対象施設：排水路・農道

営農経費節減効果 １４，１９１ 区画整理に伴い機械導入、用水施
設改良に伴う水管理の合理化によ
る労働時間の短縮
対象作物：普通水稲・飼料作物・
ﾊﾞﾚｲｼｮ・なつみかん・かんしょ

営農に係る走行経費 ９，１６５ 農道改良に伴う走行速度の向上及
節減効果 び車種転換による走行経費の軽減

対象作物：かんしょ・ばれいしょ
・なつみかん

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更新効果 ２，５９７
業生産の維持従前の農業生産

の維持 対象施設：用排水路・農道

地域の生活環境 一般交通等経費節減 ２，０４０ 農道を整備することで一般交通に
の保全・向上 効果 要する経費が増減する効果

対象施設：農道

農道環境整備効果 ２，０６２ 景観に配慮した石積による保全
対象施設：石積

小 計 ５０，３２９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 横川

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９６５，１５０千円

年 効 用 ② ６８，１８３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総便益還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１４２，０９３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ５，４１６ 用排水施設改良、ほ場整備に伴う
の増加 作付け面積の拡大や単収の増加

対象作物：普通水稲・はくさい・
小菊・飼料作物

品質向上効果 ４６１ 農道整備により、生産物輸送の際
の損傷軽減による品質の向上
対象作物：ｽｲｶ・きゅうり・白菜・
大根・かんしょ

営農経費及び 維持管理費節減効果 ３，１５４ 用排水施設の改修に伴う施設維持
維持管理費の節 管理の節減
減 対象施設：用排水路

営農経費節減効果 １３，２８６ 区画整理に伴い機械導入による労
働時間の短縮
対象作物：普通水稲・飼料作物・
小菊

営農に係る走行経費 ３６，８２６ 農道改良に伴う走行速度の向上及
節減効果 び車種転換による走行経費の軽減

対象作物：かぼちゃ・かんしょ・
里芋・飼料作物・小菊

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更新効果 ４，６１３
業生産の維持従前の農業生産

の維持 対象施設：用排水路・農道

地域の生活環境 一般交通等経費節減 ２５ 農道整備に伴う走行速度の向上に
の保全・向上 効果 よる走行経費の軽減

対象施設：農道

安全性向上効果 ４，１１４ 転倒ｹﾞｰﾄ改修に伴う施設管理の安
全確保
対象施設：転倒ｹﾞｰﾄ

水辺環境整備効果 ２８８ 景観に配慮した木柵による保全
対象施設：木柵

小 計 ６８，１８３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間地域総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 上屋久

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７３３，２７０千円

年 効 用 ② ４６，４２１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９年

総合耐用年数に応じた効用から総便益還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０８
を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７６３，５０３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作物生産効果 ３０，２９８ 用排水施設整備等による単収増
の増加 対象作物：ポンカン,タンカン

かんしょ,茶

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ７３０ 排水施設等の改修に伴う施設維持
管理の節減
対象施設：排水路

営農経費節減効果 １４，４６４ 用水改良に伴い水管理が合理化す
る等による営農労力の節減
対象作物：ポンカン,タンカン,
かんしょ,茶

施設更新による 更新効果 ６５７ 老朽化した施設の更新による従前
従前の農業生産 の農業生産の維持
の維持 対象施設：用排水路・取水堰

地域の生活環境 水辺環境整備効果 ２７２ 景観に配慮した石積工による保全
の保全・向上 対象施設：自然石水路

４６，４２１
小 計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 中山間総合整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 沖永良部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７７１，２２５千円

年 効 用 ② ４５，３２０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５年

総合耐用年数に応じた効用から総便益還元率×（１＋ ⑤
を算定するための係数建設利息率） ０．０５５３

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８１９，５２９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６，２４９ 用排水路改良、ほ場整備に伴う作付
の増加 面積の拡大や単収の増加

対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ,ﾊﾞﾚｲｼｮ,ﾀﾊﾞｺ,ﾛｰ
ｽﾞｸﾞﾗｽ,飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ,ﾕﾘ

営農経費の節減 営農経費節減効果 １８，３５９ ほ場整備による労働時間の短縮や機
械経費の節減
対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ,ﾊﾞﾚｲｼｮ,ﾛｰｽﾞｸﾞﾗ
ｽ,飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼ

維持管理費節減効果 ２０７ 用排水施設の改修、道路改良に伴う
施設の維持管理費の節減
対象施設：用・排水路,農道

営農に係る走行経費 １３，５９０ 農道改良に伴う走行速度の向上によ
節減効果 る軽減

対象作物：ｻﾄｳｷﾋﾞ,ﾊﾞﾚｲｼｼｮ､ｸﾞﾗｼﾞｵﾗ
ｽ

施設更新による 更 新 効 果 １，１３５ 老朽化した施設の更新による従前の
従前の農業生産 農業生産の維持
の維持 対象施設：用・排水路,農道

地域の生活環境 一般交通等経費節減効果 ６０３ 農道改良に伴う走行速度の向上によ
の保全・向上 る走行経費の軽減

対象施設：農道

水辺環境整備効果 ５，１７７ 赤土流出防止対策を行うことによる
水辺環境の保全
対象施設：沈砂池、ほ場内土砂溜、
種子吹付

小 計 ４５，３２０


